





porate social responsibility: CSR）は、1953年にボーウェン（Bowen,H.）
が提唱したことに始まるといわれるが（Bowen, 1953; Dinica et al., 
2019a, p.7）、近年、これまでの枠組みのものでは社会的有効性
に欠けるから、それを現今の状況に合わせたものである“企
業のサスティナビリティ・責任”（corporate sustainability and respon-
sibility）というものに改め、推進されるべきことが強く主張されて
いる。








































From Corporate Social Responsibility to Corporate Sustainability and Responsibility:
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Abstract：
This paper engages with the problems of development in the concept from “corporate social responsibility”to “corporate 
sustainability and responsibility”,which was primary advocated by Wayne Visser in the 2000’s, when the rise of a new 
management orientation and business principles for downsizing and layoffs had become to enjoy popularity among large 


















ズ（a new lens）、すなわち“CSRの改新的なアプローチ”（the 
transformative CSR approach）が必要であることが強く感じられた























（Dinica et al., 2019a,p.14ff.）。
そこで次に、まず、ヴィッサーの所論に至るまでの経緯につ
いて、ディニカらの論考（Dinica et al., 2019a）に依拠して管見する。
Ⅱ．新しい CSR への胎動過程















































るモデルを提示している（Caroll, 1979, cited in Dinica et al.,2019a, p.8）。













































































理論（Porter and Kramer, 2011）である。
これについては、本稿後段で述べるように、ウェアリング
（Stephan Wearing）／ライオンズ（Kevin Lyons）／シュヴァインスベ
ルク（Stephen Schweinsberg）のように（Wearing et al., 2019）、近年







































































































































































































いる（Visser, 2010, pp.13, 15）。























と名づけた“Web 2.0”の特徴を、次の 4 点にまとめている































































































contribution）、“環境尊重性”（environmental integrity）の 4 者を
図表 2	：メタ・レベルにおけるCSR	1.0とCSR	2.0との特徴
の違い













































































































































































































































































点の1つになっていると指摘されていることを紹介し（Ert et al., 




























































































































には次の 5 種のものがあることを紹介している（Koopman et al., 
2015, cited in Wearing et al., 2019, p.100）。すなわち、































ます押し進めるものである」と指摘している（Wearing et al., 2019, 
p.105）。
　さらにこの点については、オーストラリアのクィーンズランド・ツー























重されるべきであるとし、これを紹介している（Vogel, 2010, cited in 














































































shareholder-driven model of capitalism）から、“サスティナブルで責
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